太平洋学術会議の沿革について by 山本, 一淸
Title太平洋學術會議の沿革について
Author(s)山本, 一淸




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University
口／7一！　　　　　　　　　　　　★／へ
x ムー鈴一卓
????
S／il！L；iia“．£［［L．一．，，z：s（〈　Ze・
第百囚十六號 （第十三巻） 昭和八年六月
太卒論學術會議の浩革について
?
本 清
　來る六月一目からカナダ領の非クトリヤとブンク1ブ雨市で開かれる太李
忌事術會議Paci盒。　Science　Congressは，今年が創設以來の第五回総會である・
今までには
　　第一回　　1920年（大正九年）　　　　　　米國ノ・ワイのホノル、市で
　　第二回　　1923年（ク十二年）八月／九月　　　濠州メルボン市で
　　第三回　　ユ926年（ク十五年）十月／十一月　　我が日本の東京市で
　　第四回　　1929年（昭和四年）五月／六月　　　ジャワのハタビヤ・バンドン両市で
　上の如き総會を経て居る．第五回は，元來1932年にカナダで開かれる筈に
なってみたのであるが，ゴ三催地の止むを得ない都合により，一ケ年延期とな
ったのである・
　そもそも此の二二三星術會議なるものは，1919年頃から白白され，殊に此
れの創設のためには北米合衆國の學士院National　Academy　of　Sciencesが非
常に斡旋審力し，それに，ハワイにみるFork氏とV・ふ人がいろいろ世話役
をつとめたのであって，其の結果，1920年にホノルルで開かれた時には，
‘‘ oan－Pacific　Science　Congress”（上してL汎太李洋弓術會議「）と呼ばれたも
のである．しかるに，フォード氏は，以前からホノルルでPan－Pacific　Club
といふ上上を主宰してみる人であるため，深v・事情を知らない世間の人々は，
とかく此の　Pan－Pacific　Clubと上記のPan－Pacific　Congressとを混同し，
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互ぴに迷惑もあるので，1929年のジャワの総會以後は，學術會議の方をPAC
IFIC　SCIENCE　CONGR：ESSと呼ぶことに改めたのである．
　世界に墨術的な團膿や町議は多V・申に，このPacific　Science　Congressは
如何なる目的や特色を持ってるるかとV・ふに，目的は
　　（1）理學の進歩護達のため
　　（2）　國際親善のため
叉，特色は
　　（5）太平洋に關するあらゆる理學を包含すること
　　（4）英語を會議の公用語とすること
である．
　およそ総ての學術翻字は，（1）の如き目的を有する貼に於いて例外は無い
が，（2）の如き一箇條は蓋し太不洋學術詮議の特色に数へても好V・ことであ
って，從って，1920年の第一回総會以來，各國は，人格的に，肚會的に，名
望ある人士を共の代表として削り，主催側に於いても，接待や共の準備は言
ふまでもなく，プログラムの編成等にも頗る意を用ゐ，魑しい豫算を計上し，
叉，二者以外の多くの二二人士をも之れに参加せしめて，萬全を期すること
にしてみる・
　會議に包含される學科目に凡ては，1920年の第一回総會の時には，試験的
の意味から，極めて狡く，殆んど博物學（Natural　History）に限られた観があ・
つたが，回を重ねるに從って廣く其の他の方面も漸次含まれるに至った．殊
に，會議の組織や統制等に於V・て見事な完成の域に達したのは，かの1926年
の東京會議であって，あの時に探用された組織やプログラムや，幾多の宣言，
乃至，決議事項等は，其の後の1929年のジャワの會議にも，叉，今年のカナ
ダの高議にも，灌心ある準糠となってみる．
　會議は，近年，常に
　　〔1〕　物理學部Division　of　Physical　Sciences，
　　〔2〕　生物聴音KDivision　of　13iological　Sciences，
の二部に分れ，只，1929年のジャワの會議の時だけは
　　〔3）舞々部Division　of　Agricultral　Sciences，
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といふ一一部門が作られ．たが，元來，〔3〕は生物學部に含まれるべきものであ
るのだから，今、年のカナダの會議のプログラム中には省かれてゐ．る．上記の
各部は，又，多くの課lSectim）に分オしてみるのであるが，ユ926年．の東京會畝
の時は，全龍のゾログラムが除りに各課の會合を．多くし，之れを重ん1じ過ぎ
たがため，部として，又，倉「義．昏晦としての連絡の欲けた恨みはあつ．た．．そ
こで，1929年のジャワの會合には，課よりも部を重んじる領向を見せ，「共の
t’”kee，ubを匡IEするに力めた．
　太ンド洋學術簡粗中の一輪としての天文學は，始め殆んど其の猫立した存在
を自認しなかったものであるが，1926　ff一の束京會議の時以來，明らかに猫立
した一高となった．　しかし，天：文學の内容には，勿論，太7ド洋と無關係の問
題が極めて多いのであるから，今回のカナダの會合に於ける問題としては，
　　D天塩の攣光性殊に太陽の攣動
　　2）　太陽輻射と氣候との關係
　　3）太陽活動と地磁氣との關係
　　4）　無線受信と太陽黒黒占週期
　　5）　國際経度親測
等々が學げられてある．
　太ン鮮に無關係な問題を且．ヒの二三に持ち出すべきもので無いことは，自分
も夙に考へてるた所であって，例へば，1926　ffiの東京の縮會に自分の提出し
た論文は，
　　a・太雫洋方面に於ける天女毫の分布，並びに槻測地の調査研究
　　b・　西洋に始められた太陽黒黒占観測
　　c・太陽黒黙相i酎数と太陽熱恒鍛との關係
又，1929fFのジャワの會n我に白分が提出した論文は，
　　d・太陽活動の指示蜘（志する批到
　　e，スマトラに於ける日食一溜の假報告
であった・爾ほ此等の外にも，
　　f’太目洋方面に湿て行はれる天文経緯度
　　9・太平洋方面の時刻観測
　　h・太卒洋方面の標準時制
等々，可なりクラシカルな問題も，こNで論議されるべきであらう．
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　只，今まで，東京やジャワの総會に於いて，当る天文學者たちは，二重星
や，攣光星や，恒星スペクトル等々，特に太李洋と關係の無い問題を取り扱
はれたのを見受けたが，此等は會議の目的や特色に合致せないものとして，
將來は注意さるべきであらう．
．最後に，太洋洋學術軍議に参加する國は，只，地理的に，太卒洋を團む如
何なる國でも差支へ無V・わけであるが，事實は，始めから全く参加しない國
も（殊に南米あたりに）ある．又，代員の敷は，1929年のジャワの時には無制
限であったがため，我が日本からは四十曲名の多撒が参加して，他の國々を
驚かせたこともあるが，他の丁合には，主催側に於いて，大抵定員数を割當
て玉來てるる．現に今1933年のカナダの総會に代員数として定められてある
のは，
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　部ち合計196人である．しかし，目下，世界を畢げて不景氣の時期であるか
ら，各國が果して上記の如き定：員激を参加せしめるや否や，疑はしい．しか
し，幸ひにして我が日本は，學術研究會議から9人と，他から6人と，合計15
人が選ばれ，皆拳螺よく出張することとなった．
　因に，日本よリカナダへの代員は下の15名である．（ABC順）
　東北雲母大學敏授理博　　　畑井新喜司（學研及東北帝大代表）
　中央氣象皇技師理博　　藤原咲雫（學研及中央氣霜夜ク）
　金澤讐科大學敏授讐博　　　古畑種基（學研及金澤讐大ク）
　東京帝國大學敏授工博　　　鯨井恒太郎（學研　　　　ク）
　京都帝國大恥教授理博　　　棋山次郎（學研及京都帝大”）
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東京帝大航空研究所員　理博
海軍水路部技師理博
京都帝國大學教授理博
九州帝國大鰐教授理博
地質調査所員
京都帝日大忌助教授
塞北帝國大學教授
森　林　研　究所
東京帝蝕法學教授　理博
高等農林學校敏授農博
　　以　　　　上
（編者註．
???????????????????????????????? （學研　　　　　”）
（學研　　　　　ク）
（學研及京都帝大ク）
（學研及九州帝大ク）
（學研及地質調査所ク）
（京都帝大及學研ク）
（塁北帝大及學研ク）
（森沐研究所及學研”）
（學研　　　　　ク）
（拓務省及學研ク）
　　　　　この原稿は昭和八年五月13日午後2時，プレジデント，
ランド號にて横濱禺帆直前，磯途されたものである．）
クリーヅ
　　　　　　　　　本年度の総會に就いて
　本年度の東亜天文協會総會は來る十一月初旬，東京に於いて開催される事
になった・今年の総高で期待すべき事が多々あるが，先づプログラムを示す
と大艦次の如くである．
　一　協　　議　　會
　二　研究狡表會
　三親　　睦　　會四講習會・礪酬法・約一週間聖謡豊氏
　五　講　　演　　會
　六　見　　　　　學　　東京弓丈墾その他
　今年は特に山本會長の蹄朝後間もなV・事であるから，この會合を機會に大
いに新知識が輸入されようし，關東方面では本會最初の天文講習會の開催計
書や配員の研究護表替，天文に關回した障壁の見學等が断定され，今からそ
の盛況が偲ばれる．
　今度の濾會は例年の如く，協議會や會員の親睦に止まらす，有釜な學窺的
會合計書が聖母となってみる．殊に廣く自認達の日常の研究事項を相互に自
由に磯表し得る機會を設けたから，今から創案を練っておかれたV・．見回先
も最も適當な塵を考慮中である。精細は號を追って嚢表するが，各地からの
多撒會員の参會を希望して止まなV・・　　　　　　　　　（東亜天女回忌）
